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非同期ミラー整合性グループを管理します。

ミラー整合性グループの通信のテスト

通信リンクをテストして、ミラー整合性グループに関連付けられているローカルストレ
ージアレイとリモートストレージアレイの間の通信の問題を診断できます。

開始する前に

テストするミラー整合性グループがローカルとリモートのストレージアレイに存在している必要があります。

タスクの内容

次の4つのテストを実行できます。

• 接続-- 2台のコントローラに通信パスがあることを確認します接続テストでは、ストレージアレイ間でメ
ッセージを送信し、リモートストレージアレイに対応するミラー整合性グループが存在するかどうかを検
証します。また、リモートストレージアレイ上のミラー整合性グループのメンバーボリュームがローカル
ストレージアレイ上のミラー整合性グループのメンバーボリュームと一致するかどうかも検証されます。

• * Latency *--ミラー整合性グループに関連付けられたリモートストレージアレイ上の各ミラーボリューム
にSCSI Test Unitコマンドを送信して、最小、平均、最大のレイテンシをテストします。

• bandwidth-- 2つのアレイ間メッセージをリモートストレージアレイに送信して、最小、平均、最大の帯
域幅、およびテストを実行しているアレイ上のポートのネゴシエートされたリンク速度をテストします。

• ポート接続--ローカルストレージアレイ上のミラーリングに使用されているポート’およびリモートストレ
ージアレイ上のミラーデータを受信しているポートを表示します

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. ミラー整合性グループ*タブを選択し、テストするミラー整合性グループを選択します。

3. [通信のテスト]を選択します。

[Test Communication]ダイアログボックスが表示されます。

4. 選択したミラー整合性グループに関連付けられているローカルとリモートのストレージアレイ間で実行す
る通信テストを1つ以上選択し、* Test *をクリックします。

5. [結果]ウィンドウに表示される情報を確認します。

通信テストのステータス 製品説明

正常（エラーなし） ミラー整合性グループが正常に通信しています。

合格（ただし、正常ではない） 考えられるネットワークまたは接続の問題を確認してから、テスト
を再試行してください。

失敗ステータス エラーの理由が示されます。問題を修正するには、Recovery Guru

を参照してください。
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通信テストのステータス 製品説明

ポート接続エラー ローカルストレージアレイが接続されていないか、リモートストレ
ージアレイに接続できない可能性があります。問題を修正するに
は、Recovery Guruを参照してください。

結果

通信テストが完了すると、このダイアログボックスにNormal、Passed、Failedのいずれかのステータスが表
示されます。

通信テストから失敗ステータスが返された場合は、このダイアログボックスを閉じたあと、ミラー整合性グル
ープ間の通信が回復するまでテストが続行されます。

ミラー整合性グループの同期の中断または再開

ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアでデータの同期を中断または再開できま
す。これは、個 々 のミラーペアで同期を中断または再開するよりも効率的です。

タスクの内容

グループに対する同期の一時停止と再開は、ホストアプリケーションのパフォーマンスへの影響（ローカルス
トレージアレイで変更されたデータがリモートストレージアレイにコピーされるときに発生する可能性があり
ます）を軽減するのに役立ちます。

ミラー整合性グループとそのミラーペアの状態は、[再開]オプションを使用して同期アクティビティを再開す
るまで中断されたままです。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. 中断または再開するミラー整合性グループを選択し、メニュー：その他[中断]またはメニュー：その他[再
開]を選択します。

確認メッセージが表示されます。

4. 「はい」を選択して確定します。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ミラー関係を削除せずに、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペア間のデータ転送を中断または再
開します。

• ミラーグループの中断中にミラー整合性グループのプライマリ側に書き込まれたデータをログに記録し、
ミラーグループが再開されるとミラー整合性グループのセカンダリ側にデータを自動的に書き込みます。
完全同期は必要ありません。
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• a_suspended_mirror整合性グループの場合、Mirror Consistency Groupsテーブルに* user-suspended *が
表示されます。

• 再開されたミラー整合性グループでは、ミラー整合性グループの中断中にプライマリボリュームに書き込
まれたデータがセカンダリボリュームにただちに書き込まれます。自動同期間隔が設定されている場合
は、定期的な同期が再開されます。

ミラー整合性グループの同期設定の変更

ローカルストレージアレイ上のミラー整合性グループが、データが最初に同期されたと
きや非同期ミラーリング処理中にデータが再同期されたときに使用する同期設定と警告
しきい値を変更できます。

タスクの内容

同期設定を変更すると、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの同期処理に反映されます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. 編集するミラー整合性グループを選択し、メニューから[More（詳細）][Edit Settings（設定の編集）]を選
択します。

[設定の編集]ダイアログボックスが表示されます。

4. 必要に応じて同期とアラートの設定を編集し、*保存*をクリックします。
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フィールドの詳細

フィールド 製品説明

ミラーペアを同期… リモートストレージアレイのミラーペアの同期を手動で行うか自動で行う
かを指定します。

• 手動–リモートストレージアレイ上のミラーペアを手動で同期する場
合に選択します

• 自動、–リモートストレージアレイのミラーペアを自動的に同期する
場合は、前の更新の開始から次の更新の開始までの間隔を指定しま
す。デフォルトの間隔は10分です。

アラートを受け取る条
件を選択…

同期方法を自動的に実行するように設定した場合は、次のアラートを設定
します。

• 同期–同期が完了していないというアラートがSystem Managerから送
信されるまでの時間を設定します。

• リモートリカバリポイント–リモートストレージアレイのリカバリポ
イントデータが指定した制限時間より古くなったことを示すアラート
がSystem Managerから送信されるまでの時間制限を設定します。期
限は、前回の更新の終了時点からの経過時間で定義します。

• リザーブ容量のしきい値–リザーブ容量が指定した値を超える
とSystem Managerからアラートが送信され、リザーブ容量のしきい
値に近づいていることが通知されます。しきい値は残りの容量の割合
で定義します。

結果

System Managerによって、ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの同期設定が変更されます。

ミラー整合性グループの手動による再同期

ミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアの再同期を手動で開始できます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. 再同期するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More [Manually resynchronize ]

確認メッセージが表示されます。

4. 「はい」を選択して確定します。
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結果

システムは次の処理を実行します。

• 選択したミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアでデータの再同期が開始されます。

• ローカルストレージアレイからリモートストレージアレイに変更されたデータを更新します。

ミラー整合性グループ間で同期されていないデータ量の表示

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ上のミラー整合性グループ間で
同期されていないデータの量を表示できます。ミラー整合性グループのステータスが非
同期の間は、ミラーリングアクティビティは実行されません。

タスクの内容

このタスクは、選択したミラー整合性グループにミラーペアが含まれている場合、および同期が実行中でない
場合に実行できます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. メニューをクリックします。More [同期されていないデータ量の表示]

同期されていないデータが存在する場合は、テーブルの値に反映されます。データ量の列には、同期され
ていないデータの量がMiB単位で表示されます。

リモートIPアドレスの更新

リモートストレージアレイのiSCSI IPアドレスを更新して、ローカルストレージアレイ
との接続を再確立できます。

開始する前に

iSCSI接続を使用した非同期ミラーリング用にローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方
が設定されている必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表には、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グルー
プが表示されます。

3. 更新するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More [Update remote IP address].
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[Update Remote IP Address]ダイアログボックスが表示されます。

4. 「* Update *」を選択して、リモートストレージアレイのiSCSI IPアドレスを更新します。

結果

リモートストレージアレイのIPアドレスがリセットされ、ローカルストレージアレイとの接続が再確立されま
す。

ミラー整合性グループのロール変更（プライマリまたはセカン
ダリ）

管理目的で、またはローカルストレージアレイで災害が発生した場合に、ミラー整合性
グループ間でロールを変更できます。

タスクの内容

ローカルストレージアレイに作成されたミラー整合性グループには、プライマリロールが割り当てられます。
リモートストレージアレイに作成されたミラー整合性グループには、セカンダリロールが割り当てられます。
ローカルのミラー整合性グループのロールをセカンダリに降格するか、リモートのミラー整合性グループのロ
ールをプライマリに昇格することができます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. ロールを変更するミラー整合性グループを選択し、メニューを選択します。More >>。

確認メッセージが表示されます。

4. ミラー整合性グループのロールを変更することを確認し、* Change Role *をクリックします。

ロールの変更が要求されてもリモートストレージアレイに接続できない場合、[ストレージ
アレイに接続できません]ダイアログボックスが表示されます。[はい]をクリックして、強制
的にロールを変更します。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• [ミラー整合性グループ]テーブルで、ロール変更を実行中のミラー整合性グループの横にステータスが「
保留」または「実行中」と表示されます。テーブルセル内にある*Cancel*リンクをクリックすると、保留
中のロール変更操作をキャンセルできます。

• 関連付けられたミラー整合性グループにアクセスできる場合は、ミラー整合性グループ間でロールが変更
されます。選択した内容に応じて、System Managerはセカンダリミラー整合性グループのロールをプラ
イマリに昇格するか、プライマリミラー整合性グループのロールをセカンダリに降格します。ロール変更
は、選択したミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアに反映されます。
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ミラー整合性グループの削除

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイで不要になったミラー整合性グ
ループを削除できます。

開始する前に

ミラー整合性グループからすべてのミラーペアを削除する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラー整合性グループ*（Mirror Consistency Groups *）]タブを選択します。

[ミラー整合性グループ]の表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラー整合性グループ
が表示されます。

3. 削除するミラー整合性グループを選択し、メニューから「一般的でないタスク[削除]」を選択します。

確認メッセージが表示されます。

4. 「* Yes」を選択してミラー整合性グループを削除します。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• 最初にローカルストレージアレイから、次にリモートストレージアレイからミラー整合性グループを削除
します。

• [ミラー整合性グループ]テーブルからミラー整合性グループを削除します。

終了後

ローカルストレージアレイからミラー整合性グループが削除されたあとに通信エラーが発生してリモートスト
レージアレイからミラー整合性グループが削除されないことがあります。この場合、リモートストレージアレ
イにアクセスして対応するミラー整合性グループを削除する必要があります。
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